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令和元年度（２０１９年度）町田市各公営企業会計資金不足比率の審査意見について 

 

 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定に基づいて審査に付さ

れた令和元年度（２０１９年度）町田市各公営企業会計資金不足比率及びその算定の基礎

となる事項を記載した書類を審査した結果、次のとおりその意見を提出する。 
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令和元年度（２０１９年度）町田市各公営企業会計資金不足比率審査意見書 

 

第１ 審査の概要 

 

１ 審査の種類 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定による審査 

なお、本審査は町田市監査基準に準拠して実施した。 

 

２ 審査の期間 

自 ２０２０年７月 ９日 

至 ２０２０年７月２７日 

 

３ 審査の対象 

令和元年度（２０１９年度）町田市病院事業会計資金不足比率 

令和元年度（２０１９年度）町田市下水道事業会計資金不足比率 

 

４ 審査の着眼点及び実施内容 

この各公営企業会計資金不足比率審査に当たっては、市長から提出された上記審査対

象の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が、地方公共団体の財

政の健全化に関する法律等関係法令の規定に準拠して作成されているか、また、各会計

の資金不足比率を適正に表示しているかについて、通常実施すべき審査手続を実施した。 

 

第２ 審査の結果 

 

  審査に付された下記各公営企業会計資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記

載した書類は、いずれも関係法令の規定に準拠して作成され、各会計の資金不足比率を

適正に表示していると認められた。 

 記 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）上記表中の「－」は、各公営企業会計とも資金不足額がないことを表している。なお、 

「０」と表示しないのは、各公営企業会計の資金不足比率がマイナス比率（資金剰余）と 

なるためである。 

資金不足比率 令和元年度（2019年度） 経営健全化基準

町 田 市 病 院 事 業 会 計
資 金 不 足 比 率 －

町 田 市 下 水 道 事 業 会 計
資 金 不 足 比 率 －

（単位　％）

20.0
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第３ 各比率の概要 

 

○ 資金不足比率 

資金不足比率とは、公営企業ごとの事業の規模に対する資金の不足額の割合である。

対象の２会計とも資金の不足額はないので、表示上は資金の剰余額を示す△を付けてい

る。 
 

資金の不足額 
    資金不足比率 ＝  

事業の規模      

     

（１）病院事業会計の資金不足比率は、次のとおりである。 
 

  △１，９３１，４８４（千円） 
    資金不足比率 ＝                  ＝  △１６．０（％） 

  １２，０２５，２８６（千円） 

 
     ※事業の規模は、営業収益（医業収益）の額である。 

 

（２）下水道事業会計の資金不足比率は、次のとおりである。 
 

  △５５９，５４２（千円） 
    資金不足比率 ＝                  ＝  △９．１（％） 

６，１２６，１８７（千円） 

 
     ※事業の規模は、営業収益（下水道使用料収入、雨水処理経費負担金収入）の額である。 

 

 

  各会計の資金不足比率の推移は、次表のとおりである。 

 

 

 

 

 

 
  （注）上記表中の「－」は資金不足額がないことを表している。なお、（ ）内に参考として計算上の数値

を表示した。 

資金不足比率 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

町 田 市 病 院 事 業 会 計
資 金 不 足 比 率

　　　　―　（△18.2） 　　　　―　（△17.7） 　　　　―　（△16.0）

町 田 市 下 水 道 事 業 会 計
資 金 不 足 比 率

　　　　―　（△2.6） 　　　　―　（△1.6） 　　　　―　（△9.1）

（単位　％）


